
（第２号様式）

説
明

説
明

説
明

説
明

説
明

56,330

状
況
変
化

実施計画当初（平成21年～）からの状況変化

平成21年に貨物量の急激な減少と日本からの定期航路利用者の減少で、運航収支が極めて厳しい状況が続いて
いるが、サハリン側からの利用者が僅かだが年々増加傾向にあり、旅客の70％をロシア人が占めるになっている。
平成20年から本格的に開始したサハリンからのツアー誘致活動が効果を見せていると思われる。

事
業
費
の
実
績

計（Ａ＋Ｂ） 千円 42,642 41,013

0.55

3,735

この事業にかかる職員数 人/年 0.71 0.55

人件費（Ｂ） 千円 4,917 3,735

0

一般財源 千円 37,725 37,278 52,595

その他 千円 0 0

国庫支出金 千円 0

道支出金 千円 0

起　債 千円 0

（評価年度決算見込） （予　算）

52,595直接事業費（Ａ） 千円 37,725

0 0

0 0

0 0

37,278

単位
21 年度 22 年度 23 年度

備　考
（決　算）

実績

目標 - - -

実績

- -

実績

目標 -

目標 - - -

56

25  年度

76 76

実績 76

日ロ定期フェリー運航便数 便 目標 76

稚内港とサハリンを結ぶ定期フェリーの１年間の運航便数
（※往路、復路を各1便としてカウント）

3,903
733

活
動
指
標

名　称 単　位 21 年度 22 年度

22 年度 25  年度

年間乗客数
貨物輸送量実績

人 (上段）
トン（下段）

目標 4,000
1,000

4,000
1,000

4,000
1,000

21 年度

日ロ定期フェリーが１年間に運んだ乗客と貨物の量 実績 4,236
904

成
果
指
標

名　称 単　位

目
的

安定的な運航と通年化により、北海道サハリン間の経済文化交流の基盤となし、両地域の発展に寄与する

５
ヶ
年
の

施
策
展
開

①船主：運航費助成と利便性の高い運航スケジュール及び通年運航の要望、
②関係行政機関：定期航路利用促進のための会議開催、運航支援要請、
③旅行エージェント：ツアー実施についての要望と実施に係る助成、各種PR活動、
④貨物に係る関係企業：定期航路利用に係るPR

関連施策

現
状
と
課
題

サハリンとの往来や貨物輸送を行なうための安定した交通機関の確保とその通年化、旅客、貨物量の確保、乗客増加のための
受入環境、定期航路運航経費、コルサコフ港フェリーターミナル施設整備等が課題となっている。

総
合
計
画
体
系

分　野 5 産業振興

政　策 4 地域資源の再発見・世界への発信

施　策 3 サハリンとの経済交流を促進します

評価担当部署 建設産業部　サハリン課 課長（主幹）名 佐藤秀志

実施計画事業名 日ロ定期航路充実推進事業 評価対象年度 平成

整理№ 190 事 業 評 価 シ ー ト

22 年度



【１次評価】

年 月 日

【内部評価委員会】

意
　
見

日ロ定期航路充実推進事業 最終更新日 平成 23 5 6

総
合
評
価

Ａ 概ね問題なし
＜２次評価者の視点からコメントを記入する＞

1次評価のとおり取り進めること。

定期フェリーの継続運航について、平成22年度に運航船舶会社と協議を行い、今後概ね5年間の支援の方向性を
示す中で、運航を継続することが確認された。今後とも定期航路の収支バランス向上に向けて、旅客・貨物の利用
促進を図りながら永続的な運航を目指していく。定期航路の運航については、本市単独での財政支援を行ってお
り、今後も粘り強く国、北海道への財政支援の要請活動を行い安定的な運航を目指す。

【２次評価】

コスト効率 ａ成　　果 ｂ 細事業の構成

細
事
業
の
構
成
・
進
め
方

細事業の改廃や新規細事業の必要性はないか

ａ

ａ 細事業の進め方 ａ

総
合
評
価

Ａ 概ね問題なし
＜Ａ～Ｃ判定を受けての今後の方針、問題点に対する改善策などを記入する＞

コ
ス
ト
効
率

無駄なコストが発生していないか、投入した予算や人員に見合った効果が得られているか

ａ 　ａ　問題なし　　ｂ　改善の余地がある
＜ｂ の場合は、具体的な細事業名などを挙げ、問題点を記入する＞

各細事業の進め方について、市民との協働、他団体等との役割分担の見直し、環境への配慮など、改善の必要性はないか

ａ 　ａ　問題なし　　ｂ　検討の余地がある　　ｃ　早急な改善が必要
＜ｂ またはｃ の場合は、具体的な細事業名などを挙げ、問題点を記入する＞

成
 
 

果

成果指標の単年度の目標値は達成できたか（単年度の目標値がない場合は、長期的な目標値を達成できそうか予測）

ｂ 　 ａ　目標達成　　　ｂ　ほぼ目標どおり　　ｃ　目標達成できず（目標値と大きな差がある）
＜ｃ の場合は、なぜかを分析して記入する＞

　ａ　問題なし　　ｂ　検討の余地がある　　ｃ　早急な改善が必要
＜ｂ またはｃ の場合は、具体的な細事業名などを挙げ、問題点を記入する＞


